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デリロのパラノイア――アメリカ現代史を織りつむぐ
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要　旨
　ドン・デリロとトーマス・ピンチョンは、1997年に数ヶ月前後して長編小説を発表した。前者
のUnderworldは20世紀後半のアメリカ史を背景とし、後者のMason&Dixonは18世紀半ばの
アメリカ独立期の史実を描き、共に歴史を材料としている。しかも両者は産業資本主義社会の隠
れた裏面に焦点をあて、その問題点を描いている。Underworldの場合、一見互いに無関係と
思われる諸々の出来事がパラノイア的に関連付けて描かれており、その関連性が特異な効果を作
品に与えている。作品には20世紀後半を特色付ける多くの要素――冷戦、核実験、軍産複合体、
人種差別とそれに起因する暴動、反体制運動、種々の凶悪犯罪、メディア、廃棄物とそのリサイ
クル、社会の底辺に生きる人々等――が描かれているが、それらは共通のイメージや場所、小道
具、数字等により相互が複雑に交錯し、関連付けられているのである。また諸々の事柄を関連付
けて解釈するパラノイア的人物さえ登場している。これらの関連項は全てワールド・ワイド・ウ
ェブで最終的に収斂しており、ネット社会に突入した現在の状況を象徴している。本論では、デ
リロのパラノイア的描き方を分析し、その効果を考察した。
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序文
　アメリカの20世紀後半を代表する作家トーマス・ピンチョンとドン・デリロは、奇しくも1997
年という同じ年に数ヶ月前後して長編の大作を発表している。しかも、両作品は共にアメリカ史
、特にその産業資本主義社会の裏面にスポットライトをあて、その問題点をパラノイア的手法を
用いて描いている。ただし、ピンチョンがMason&Dixonで描いたのは、18世紀半ばのアメリ
カ独立期の歴史であり、デリロがUnderworldで描いたのは20世紀後半のおよそ半世紀にわた
る現代アメリカ史である。しかし、これまでの歴史が体制側の視点から事件を眺めることで見逃
してきた側面、すなわち社会のマイノリティや抑圧され差別された人々に焦点をあてていること、
また社会の規範から外れ、それまで顧みられなかった多くのネガティブな要素に再考を促してい
る点で、両者は共通しているのである。
　このようにアメリカ史の隠れた側面という主題をパラノイア的手法を用いて描くという共通項
を持ちながら、デリロのUnderworldはピンチョンの描くパラノイア的世界と本質的に異なっ
ているように思われる。それまではパラノイアと言えばピンチョンの十八番であった。V.(1964)
のステンシルが周囲に発見する「謎の女V.」（ないしはV.）に関する無数の手懸り、The Crying 
of Lot 49 (1966)のエディパが見つける秘密組織、‘waste’や‘tristero’の存在、Gravity’s 
Rainbow (1973)のスロースロップが追求する謎の物質イミポレックスGとそれと関係する世界
等々、すべては主人公が周辺に様々な手懸りを見つけて、それらをパラノイア的に関連付けるこ
とで、ある新しい事実を発見していく（あるいは、創造していく）ことに作品の中心は据えられ
ていた。そして主人公たちの関連付けの行為そのものがポストモダニズムの意識を表していたと
言える。ポストモダニズムの時代には、認識し得る一つの現実や真実を裁定する基盤があるとい
うモダニズム的考えが否定された結果、社会の伝統的な規範や意味秩序が説得力をなくした。あ
らゆるものは人間の創造した虚構であり、その背後には根源的な虚無が見え隠れしている。それ
故、記号表現と記号内容、表象と現実、イメージと実体の間にあった伝統的な結びつきは乖離し
、現実世界はすべて遠近法的仮像・擬似像として捉えられるようになった。それは表象の一義性
や伝統的な規範や意味から人々を解放したが、他方では人々の作り上げた虚構を虚無的に見
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つめるという負の要素をもたらしてしまった。虚無的に記号と戯れるばかりの生は不毛である。
だからポストモダニズムの意識は、そこに留まり続けることをやがて止め、世界に自己なりの解
釈を再び与えて自己と世界を確立し、既存の意味に捕われない新しい生の意義を見出そうとする。
このような意識をピンチョンのパラノイア的主人公たちは具現しているのである。
　ではUnderworldの主人公ニックの場合はどうであろう。彼はパラノイアではない。むしろアン
チ・パラノイアと言える。それは以下の彼の言葉が明白に示している。
I lived responsibly in the real. I didn’t accept this business of life as a fiction, or whatever 
Klara Sax had meant when she said that things had become unreal.  History was not a 
matter of missing minutes on the tape. I did not stand helpless before it.  I hewed to the 
texture of colected knowledge, took faith from the solid and availing stuff of our 
experience. . . . at least we’ve known the thing together.  A single narrative sweep, not 
ten thousand wisps of disinformation.(Underworld, 82)
彼は「人生が虚構である」という考えを否定し、「集められた知識の本質に従い、自分たちの経験
の堅固で有益な内容から信頼をえている」。また「真偽の定かでない情報の細片が何万とあるの
ではなく、たった一つの物語の流れがあるのだ」と語っている。さらに、黒人人口隠蔽説を唱え
る同僚シムズに対して、「僕たちはこんなことを信じたりしません。出来事の背後には不吉で組
織立ったものがあり、そこから一つの科学を作り出さなくてはいけないなんて」（494）とパラノイ
ア的陰謀説を否定している。作品全体を圧倒的に支配しているパラノイア的連鎖の数々は、むし
ろ作者デリロ自身の描き方に起因していると言える。Underworldは、ポストモダニズム特有のパ
ラノイア的人間を描くというよりは、互いに無関係の諸々の要素をパラノイア的に関連付けるや
り方が、ある意味で20世紀末の人々が世界を理解する方法の一面を表しており、それをアメリカ
史という題材を通して象徴的に提示しようとしていると解釈できるのである。本論では
Underworldを中心に、無数の歴史の断片からデリロが強引に取捨選択して織りつむいだアメリカ
現代史のパラノイア的世界とその意義を分析していきたい。
１.
　デリロの本作品執筆の動機から、すでにパラノイア的関連付けは始まっている。New York 
Times Magazineに掲載されたデリロのエッセー“The Power of History”によると、デリロは
1951年10月3日の歴史に残る有名なジャイアンツ対ドジャース戦の試合の40周年記念のために資
料を探しているとき、図書館でThe New York Timesの1951年10月4日版の一面に並列された二つ
の記事を発見する。そして、そこに「予想もしなかった関連」(60)を見つけ、執筆の着想をえてい
る。共に同じサイズの同じ字体、3段3行ぶち抜きの見出しで、左側にはジャイアンツのペナント
レース優勝の記事が、右側にはソヴィエトの核実験の記事が掲載されていたのだ。この時、ジャ
イアンツの逆転優勝を決定したボビ ・ートムソンのホームランを表現する言葉、‘The Shot Heard 
Round the World’の‘Shot’の意味は、デリロの頭のなかで「（ホームランボールを）打った」と
「（原子爆弾を）爆発させた」の２つ内容を関連付ける共通項として既に捉えられる。それはまさ
に20世紀後半のアメリカ史の陰と陽、裏と表の２面を象徴するにはうってつけの道具立てとなり、
デリロはこれらを中心として関連付けの構想を発展させていったと思われる。
　プロローグを見ると、作品を貫くパラノイアの種子が出揃っていることがわかる。ここで再現
された1951年のジャイアンツ対ドジャース戦の描写には、核爆弾と野球が象徴する陰陽の要素に
加えて、アメリカ資本主義社会の多くの二面性が描かれている。しかも二面のうち、差別され、
負の要素として表の世界から隠された側面が特に強調されているように見える。この章の中心と
なる視点は14歳の黒人少年コッター・マーティンだが、彼は学校をさぼり、他の仲間たちと入場
券なしに遮断棒を飛び越えて不正な手段で入場している。彼が偶然手に入れたホームランボール
を姑息な手段で奪い取ろうとするビル・ウォータースンの行為にも人間の裏面が描かれている。
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他方、野球中継アナウンサー、ラス・ホッジズの解説は、一般に信じられているのとは違い、い
つもその99パーセントがでっち上げで、言わば虚構の試合中継であったことが明らかにされてい
る。また、当時ラジオ中継を独りで聞いた16歳の少年（後にニックであることが判明される）は,
ドジャース・ファンであったことから、この試合を契機にして自分を人生の敗者と見なすように
なってしまう。デリロが再現した歴史に残る野球試合は、一方では互いにバラバラな群衆の心や
動きを一つに結びつける作用をしているが、他方ではアメリカの代表的スポーツが与える健全な
面が後退して、影の暗い部分が前面に押し出されているのである。
　わけても影の要素として強烈な印象を与えているのは、観覧席に撒き散り、ゴミと化した『ラ
イフ』誌の破り捨てられたページであろう。最初に散乱したページには、ベビーフード、インス
タントコーヒー、百科事典、自動車等々の広告が掲載されていて、「泰平の時代や楽観的な気前の
よさ」、そして「きらきらと輝く商品」(39)を訴えていた。また、バドワイザー、ジョンソン＆ジ
ョンソン、RCAビクター、ゼネラルモーターズ等々の企業名には、「ゆらぐことのない自信」と「急
速に発展する経済に対して深い敬意を表すエンブレム」が読み取れた。いずれも繁栄するアメリ
カ資本主義社会の肯定的価値を反映している。だが、すぐその直後に『ライフ』のページは「死者
や死にかけた中世の人々があふれる絵画、大破壊と荒廃の黙示録的景色」(41)のカラー写真に変
わる。骸骨の軍隊の行進、槍に突き刺され、絞首刑台にぶら下がり、車輪に磔となり、苦痛に喘
ぐ人々。さらに地獄の入り口は「地下鉄のトンネルか役所の廊下のような現代的建物」と重ねあわ
されている。デリロの意図は明らかである。『ライフ』の中身はゴミとなって観覧席を汚している
。またそのライフという名前とは対照をなしながら、雑誌そのもののトーンを支配するブリュー
ゲルの『死の勝利』の絵画、それを眺めるFBI長官エドガー・フーバー（彼は試合中にソ連の秘密
の核実験を報告される）、彼の目前で辛口コメディアン、ジャッキー・グリースンの嘔吐によっ
て汚れるフランク・シナトラの上等な服、便秘薬や胃薬、魚の目用絆創膏等の病気を連想させる
広告――こうした一連の描写がデリロの意図を明確に示しているのだ。特に、次の『死の勝利』に
関するエドガーの瞑想がこの点を端的に表現している。
He looks at the gaunt dog nibbling the baby in the dead woman,s arms. . . . by dog 
tumors and dog cancers. Dear germ-free Edgar. . . Yes, the dead fal upon the living. . . . 
the living are sinners. . . . gluttony, lust and greed. . . . Death elsewhere, Conflagration in 
many places, Terror universal, . . . a lonely tower standing on the Kazakh Test Site, . . . 
What secret history are they writing? There is the secret of the bomb. . . . every festering 
secret in the Western world－because these plots are only now evolving. . . . he reckons a 
hundred plots go underground, to spawn and skein. And what is the connection between 
Us and Them, how many bundled links do we find in the neural labyrinth? . . . bels that 
clang for the sins of the world.(50-51)
ここには、死、病原菌、生者、罪人、煉獄の炎、恐怖、核実験場、爆弾、秘密、歴史、腐敗、陰
謀、地下、繋がりといった言葉が使用されているが、これらは作品全体を通して繰り返されてお
り、パラノイア的に「繋がれた」影の世界を構成するキーワードになっていると言える。「たくさ
んの陰謀は‘underground’に潜行し、増殖し、もつれ合って」おり、その神経回路のような迷宮
の中には、「我ら」と「彼ら」だけでなく、全てが結び付けられているとエドガーは考えているので
ある。
　作品のタイトルとなる‘underworld’の語は、O.E.D.第4版によると「現世、あるいは地球の世
界」、「地下にあると想像される死者の国」、「地獄」、「地下ないしは隠れた秘密の領域」、「通常より
も下部にあると考えられる領域、下層ないしは最下層社会」、「罪人、組織犯罪世界」等の意味があ
る。しかし、ここでエドガーが‘underground’の語を使用したことにより、その意味は拡大し、
「地下世界」、「地下組織」、「アングラ」、「地下鉄」等にも及ぶ。またこの章には、ソ連の秘密の核
実験に象徴される表から隠れた裏世界、秘密の世界が散見されており、その意味では、‘underworld’
は表からは見えにくい‘under’の世界全域を指していると考えられる。まさにプロローグには、
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‘under’の世界を表す多くの種子が最初からパラノイア的に結び付けられた状態で提示されて
いると言えるのである。
２.
　プロローグで提示されたパラノイア的種子は、作中における幾つかの複数の技法を通してさら
に強固に結び付けられた環となり、発展している。この目的のためにデリロが一貫して利用した
のは、多くの登場人物による別個の物語に共通のイメージや場所、小道具、あるいは概念を使用
することで、互いを強引に関連付けてしまう技法である。
　まず作品で取り上げられた多くの年代と歴史的事実を繋げて一つに収斂させるために、デリロ
はホームランボールという共通のイメージを利用している。作品はプロローグの1951年10月3日
の野球試合から始まり、パート１で主人公ニックの現在の物語である1992年春から夏の時期に飛
ぶ。その後、パート２は1980年代半ばから1990年代初め、パート３は1978年春、パート４は
1974年夏というように、時間的に次第に過去へと逆戻りしていく。しかし、この過程で3つのパ
ートの間にホームランボールを手に入れたコッター・マーティンの父マンクスの野球試合直後の
話が独立した章として挿入されており、そこではホームランボールがチャールズ・ウェインライ
トに売り渡される経緯が描かれている。他方、マンクスの章以外の各パートでは、このホームラ
ンボールがその後何人かの人に渡り、最後にニックが所有者となる過程が断片的に描かれている。
さらにマーヴィン・ランディという野球記念品収集家なる人物まで登場して、ボールの行方につ
いての偏執的な探求が明らかにされている。また何人かの登場人物は1951年の野球試合を共通の
記憶として共有している。このように、伝説の野球試合やホームランボールの行方に関する粗筋
と、マンクスの章の３度の挿入のために、物語は過去――現在――過去――現在とジグザグに進
みながら常に伝説の試合とホームランボールという共通項に引き寄せられ、結果としてしっかり
と繋がれた一本の線のよう見える効果を与えているのである。この一本の線が途中で細くならな
いように、デリロは様々な小細工をしている。例えば、逆転ホームランを打ったトムソンと負け
投手ブランカの二人の姿は、時代を反映してある時はブッシュ大統領と共に写る一枚の写真とな
ってニックが訪れたロサンゼルスのバーに置かれ（100）、ある時はニクソン大統領と写る写真と
してヴェトナム戦争に従軍したマットの兵舎に貼られている（462）。また別な時には、アイゼン
ハワー大統領と共に並ぶ写真としてチャールズ・ウェインライトのオフィスに置かれている(529
）、というように繰り返し登場するのである。ホームランボールの行方は、作品のテーマのなかで
大衆文化の一面を表すものとして意義を見出すことができるが、それと同時に互いにバラバラな
登場人物とその世界を関連付けて繋ぎ合わせる効果もあるのだ。
　主要登場人物たちに関してみれば、一見互いに無関係な世界に生きているように見えるが、互
いに面識があったり、同じ場所を訪れたりと共通項をもって繋がっている。例えば、芸術活動を
意欲的に続けるクララは、ニックがまだ高校生だった頃に彼と接触しており、互いが再会する前
に二人ともロサンゼルスのワッツ・タワーを訪れている。彼女はグラフィティ・アーティストの
ムーンマン157の作品を眺めたこともある。1966年に開かれたトルーマン・カポーティ主催の仮
面舞踏会の模様は、FBI長官エドガーが中心となって描かれているが、同じ場所にクララも出席
していたことが判明する。高校教師ブロンジーニは、クララの最初の夫であると共に、ニックの
弟マットのチェスの師匠でもあり、かつてはシスター・エドガーと同じ高校に勤めていた。その
シスター・エドガーは、FBI長官と同じ名前を持ち、彼と同様に細菌への病的な恐怖症を示して
いる。また、彼女はブロンクスの貧民救済活動を通してムーマンとも知り合いとなっている。テ
キサス・ハイウェイ・キラーと呼ばれる無差別殺人の犯行を映したビデオは、ニック、彼の息子、
マック、ブロンジーニと多くの登場人物によって見られている、と言う具合に皆が同じ輪舞を舞
うようにどこかで繋がりをもっているのである。
村　上　恭　子
リンク
210
３.
　だが次第に拡大していく関連性の複雑な環を描くために、注意深い読者でなければ目に留まら
ないような、より巧妙なイメージも同時に併用されている。この無数のイメージは作品の諸々の
異なるテーマを表すと同時に、互いが複雑に交差し合い、時には枝分かれして別のイメージを加
え、あるいは大きな概念へと変身して錯綜とした世界を作っていくのである。こうした描き方は
小説を描く常套手段でもあるが、デリロの場合、その方法が顕著なのである。例えば、本作品の
タイトルが利用され、展開していく様を考察してみよう。‘Underworld’の語は、クララが見に行
ったセルゲイ・エイゼンシュタイン制作の伝説的映画、『地下世界（Unterwelt）』(424)となって
ドイツ語で作品中に出てくる（この映画は事実とは異なり、デリロが独自に創作したものである
）。映画では核爆弾とその犠牲者の様子が中心となっている。ここで描かれた放射能兵器の犠牲者
たちの奇形となった姿や、彼らが地下から反旗を翻して地表に出てくる様は、他の幾つかの場面
と重なり合う。マットが関係していたネヴァダの核実験風下の犠牲者たち（405）や、ニックが訪
れたカザフスタン地下核実験場の近くにある「異形博物館」（799）や放射能クリニックの患者と重
なるだけではない。核爆弾への恐怖は、ヴェトナム戦争に従軍したチャールズ・ウェインライト
・ジュニアの同僚ルイスが体験した50キロトン核爆弾投下模擬演習の模様とも重なる。放射線を
全身に浴びて自分の骨が透けて見え、骸骨男となったルイスの様は、先に述べたブリューゲルの
『死の勝利』のモチーフを思い出させる。その他、作品では1952年のキューバ危機が描かれてい
るが、ここにも核の恐怖が繋がる。この時、国民が漠然と抱いた不安は、コメディアン、レニー
・ブルースが連呼する「みんな死んじまうぞ！」(584,592)という言葉に要約される。また核のテ
ーマは、原子力事故による放射能漏れを防止するニュー・メキシコの「ポケット」計画の話に繋が
るが、この計画にはマットが一時期参加している。このテーマは原子力発電所等の核廃棄物処理
の問題にも繋がり、ニックが携わる一連の廃棄物処理業務やゴミ関連の別のテーマと交差する。
ニックの見方によると、「兵器と廃棄物には奇妙な関連がある」(791)。何故なら、汚染された核
廃棄物は核爆弾という手段によって破壊されているからだ。このように「兵器は廃棄物の神秘的
な双子」、「悪魔の双子」として関連付けられるのである。一方、映画のメイン・テーマは、「群衆に
対する神秘的な遠隔計測法」（443）を駆使して我々を操作する彼らの「支配的文化」と、それに密か
な戦術で対抗する地下運動の関係である。この構図は、まさに先述したFBI長官エドガーの脳裏
を過ぎる「我らと彼ら」（444）の対立のテーマである。この対抗勢力・文化の要素は本作品の別の
テーマとして、作中に描かれた数多くの反体制組織――人種差別、核実験、ヴェトナム戦争等へ
の抵抗組織、ムーンマン157等の地下鉄のグラフィティ活動、プラザホテルの仮装舞踏会に乱入
し「死の隊列」（575）を組んで踊る仮面集団等々――とも関連付けされる。しかも、映画では、「あ
なたを守るホワイト・カラーの法の番人、FBI」の「警戒と抑圧」の音楽を流しており、ここでもプ
ロローグのFBI長官エドガーの存在とブリューゲルの『死の勝利』のモチーフが重なってくる。さ
らに映画の途中で流れるプロコフィエフの行進曲‘Love for Three Oranges’は、オレンジのイ
メージを新たに提示しているが、マーク・オースティンが指摘しているように、オレンジのモチ
ーフは他にも関連している(American Magic and Dread, 215)。廃棄物となった戦闘機B52を再生
利用して、クララが行う芸術創作活動の協力者たちは、オレンジ色のTシャツを着ており、B52の
機首には‘Long Tal Saly’の絵が描かれている（67）。同じ‘Long Tal Saly’の絵が描かれた飛行
機に乗ってチャールズ・ウェインライト・ジュニアはヴェトナムのジャングルに‘Agent Orange
’（枯葉剤）を散布する(463)。‘Agent Orange’のドラム缶は、識別用にオレンジ色の縞が入って
おり、あたかも濃縮ジュース、‘Minute Maid’の缶を巨大化したように見える。後に
‘Minute Maid’製のオレンジ・ジュースの宣伝をチャールズ・ウェインライトが引き受けている
（532）。また、‘Minute Maid’製オレンジ・ジュースの広告掲示板は、ブロンクスの最南端に
ある孤島に置かれ、殺された少女エスメラルダの顔が浮かび上がる奇跡の場となる（820-22）。
エスメラルダは、「壁」と呼ばれる貧民街の典型的な落し子である。「壁」は麻薬中毒患者、略奪者、
娼婦、非識字者、失業者等々が不法占拠する場として、「社会秩序から離れた一つの襞」、
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「排除されているという漠然とした感覚」(239)を象徴する地区である。一方、クララの芸術活動や
ヴェトナム戦戦闘機と繋がる‘Long Tal Saly’は、サンフランシスコの「フロート街」にある背
の高い女性専用の店の名前としても登場している。「フロート街」は「欲望が浮標する区域」(319)
として、 人間の隠されたいかがわしい諸々の欲望を充足するマニアックな店が立ち並ぶ場所で、
この店の看板にも「妄想の充実」(320)と書かれ、裏世界を暗示している。さらに同じように隠さ
れている人間の原罪の要素に関しては、ニックが青年時に犯した過失致死の殺人罪も繋がると考
えられる。
このように、映画に描かれた核爆弾の影響のイメージからは、核実験、戦争と爆弾、資本主義消
費社会、表社会から追い出された価値を認められない人々の世界へと関連項が繋がる。他方、オ
レンジのイメージから関連して繋がった‘Long Tal Saly’は、戦争を象徴する爆撃機や廃棄
物（または過去の戦いの道具）、その創造的再利用、人間の裏側といった側面が関連付けられてい
る。このように映画の内容は、作品に見られる幾つかの主要テーマを導き、それらを共通のイメ
ージによって結んでいるのである。
４.
　デリロは、このような諸々の事柄の関連性をさらに強固にするために、実際にパラノイア的解
釈をする人物を何人か作中に登場させている。マット、野球関連の資料収集家マーヴィン・ラン
ディー、FBI長官エドガー・フーバー、ゴミ屑人類学者ジェシー・デトワイラーがその代表的人
物と言える。
　マットの場合、「ポケット」計画に従事した時、自分の任務を次のように表現している。
Everything connected at some undisclosed point down the systems line.  This caused a 
certain select disquiet. But it was a splendid mystery in a way, a source of wonder, how a 
brief equation that you tentatively enter on your screen might alter the course of many 
lives, . . . how do you define this kind of relationship? (408-9)
核関連システムが人類に共通の危機と恐怖を与えているという意味で「すべてを繋げている」と
マットは直感的な関連付けを行っている。また別な場面で、彼はアメリカに浸透した豊かな消費
社会とそれを生み出したテクノロジーについて考えている。そのとき彼の意識は、商品を製造す
る資本主義企業が実は軍部と連係し、軍産複合体という普段は意識されない隠れた側面をもって
いることに気付き、軍と企業を次ぎのように繋げるのである。
He was thinking about his paranoid episode at the bombhead party the night before.  He 
felt he’d glimpsed some horrific system of connections in which you can’t tel the 
difference between one thing and another, between a soup can and a car bomb, because 
they are made by the same people in the same way and ultimately refer to the same 
thing. (446)
オレンジ・ジュースと枯葉剤に象徴される製品はもはや無関係なものではなく、「同じ強大なシ
ステムが人間の理解を超えたレベルで互いを繋ぎ合わせていたとしたら」（465）と彼は問わずに
はおれない。マットにとって「すべては最後には繋がる」(465)。関連性の環は徐々にだが、確実
に拡大していくのである。
　同様に、ゴミ屑人類学者ジェシー・デトワイラーも「すべてが繋がっているということだ」
(289)とパラノイア的関連性を表明している。彼が述べる繋がりもまた、ゴミと、それを処理ない
しは再生利用するために発展した諸々の文明史という大きな関連性の環を表している。
No, garbage rose first, inciting people to build a civilization in response, in self-defense.  
We had to find ways to discard our waste, to use what we couldn’t discard, to 
reprocess what we couldn’t use.  Garbage pushed back.  It mounted and spread.  And it 
forced us to develop the logic and rigor that would lead to systematic investigations of 
reality, to science, art, music, mathematics.(287)
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　マーヴィン・ランディーのパラノイア的役割は、プロローグで描かれたジャイアンツ対ドジャ
ース戦とソ連の核実験をより強固に結び付けているという点で、デリロの目論見を最も明確に具
現している。彼の地下室にある野球関連の記念品には3時58分で止まった時計があるが、これは
彼の解釈によると例のホームランが打たれた時を表すとも、その日に行われた核実験の時刻を表
すとも受け取れるのだ。さらに彼の説明では、野球場にその日2万もの空席ができたが、その原
因は核がもたらす「ある破局を人々が空気中に感じ取った」(171)ために、多少は安全と思われる
家にいることを彼らが選んだことにある。また原子爆弾の製造に使われる放射性核は、大リーグ
公式ボールと同じ大きさであることも彼は指摘している。下記のように、マーヴィンにとって野
球と核実験は切り離して考えられないものなのである。
They sensed there was a connection between this game and some staggering event that 
might take place on the other side of the world.(172)
　理知的な読者にとってこうした恣意的とも言える関連付けは必ずしも素直に受け入れられる事
柄ではない。その点もデリロは十分計算に入れて、彼の論理に対する疑問を登場人物の一人、ブ
ライアンに代弁させている。彼は「マーヴィンの語りの細部の混乱」、すなわち「人々の記憶と彼
自身の記憶が交じり合い、歪曲した時を作り出す」(176)のを感じ取り、「その厳密な作業のすべ
てが奇妙な二番煎じであり、その加筆修正、その改良版」(180)であると結論を下している。物事
を関連付けるときに、大なり小なり起こりうるこうした歪みや変質、修正の要素をあえて利用す
る意図的なパラノイア人間も作品には登場している。例えば、FBI長官エドガー・フーバーにと
っては、情報のパラノイア的関連付けはむしろ悪用できるという意味で意義がある。「我らと彼ら」
の対立関係社会で対抗勢力を制御するために利用できるからだ。次のようなフーバーの考えがそ
れを明示している。
In the endless estuarial mingling of paranoia and control, the dossier was an essential 
device. . . . The dossier was a deeper form of truth, transcending facts and actuality. The 
second you placed an item in the file, a fuzzy photograph, an unfounded rumor, it became 
promiscuously true. . . .He rearranged the lives of his enemies, their conversations, their 
relationships, their very memories, and he made these people answerable to the details of 
his creation.(559)
　フーバーは社会秩序を管理する側の人間として、「彼ら」のシステムの維持に腐心している。「彼
　ら」のシステムに不都合な人間の情報は、根も葉もない噂であろうと、一度ファイルのなかに
入れれば無節制に真実とされる。後はそれらを勝手に再編し、自分で作り出した細部の枠に合う
ように収めていくのだ。従って、反戦運動もゴミ泥棒も、ロックバンドも乱交も、あるいは麻薬、
髪型も、フーバーはパラノイア的に「リンク」させて、「すべてが繋がっている」(577)既成事実を
創りあげるのである。
　以上のように、登場人物のパラノイア的関連付けは、真実を導きだす場合もあれば、虚構を創
りだす場合もあった。しかしいずれにしても、彼らの行った諸々の事象の関連付けは読者を無意
識のうちに洗脳する効果を発揮していると考えられるのだ。
５.
　この他、パラノイア的関連付けの手法として数秘学が利用されている。数秘学では、様々な数
字を足したり、引いたり、掛けたり、割ったりすることで神秘的な特別の数字を導きだすために
極めて恣意的な計算が行われる。ウンベルト・エーコは『フーコーの振り子』の中で、テンプル騎
士団の末裔が世界制覇を目論んでいるというパラノイア的陰謀を想定し、その創造に夢中になっ
た3人の登場人物を描いているが、彼らもまた数秘学を用いて自らが望む数を導き出していた。
それと同様なことが本作品でも行われている。不吉を象徴する13の数字がそれである。歴史に残
る1951年のジャイアンツ対ドジャース戦は10月3日に行われ、それぞれの数字を足すと13になる
(95)。負け投手ブランカの背番号は13である。この時の野球戦の司会者Russel Hodgesのスペ
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ルの合計も13となる(133)。ニックが子供の頃に家をぶらりと出たまま消息不明となった父の名
前James Costanzaの字数もまた13だ(102)。ウランの原子核の質量数は238だが、これも各々の
数字を足すと13となる(122)。かつては地下鉄を中心にグラフィティ活動を続け、エイズを患っ
ているらしい通称ムーンマン157もその数字を足すと13となる。野球ボールの探索を続けてマー
ヴィンと共にサンフランシスコに来た妻エレノアは、大地震で止まった大時計の時刻午前5時17
分を見ると、時刻を表す5と1と7を足して13を導き出している(307)。また、ケネディー暗殺を撮
影したザプルーダー・フィルムの海賊版の映像は、銃弾により飛び散る頭蓋や神経組織を映し出
し、これまで隠されてきた恐るべき恐怖を伝え、見学者に衝撃を与えた。その映像の連続はフレ
ーム313から始まり、13と関連していると関係者は考える(489)。インターネットでソ連の史上最
大のメガトン級の水爆のホームページを見ていたシスター・エドガーは、そこに記された58メガ
トンの数字を目にする。この場面では（作者自身の解説により）5と8を足した数字13が指摘され
る(826)。
　以上のように、様々な登場人物が13を導きだす計算をしているが、ニックが考えた場合が圧倒
的に多い。事実、彼は子供時代にラジオで聞いた例の野球試合以来、13という数に取り付かれて、
13を導くために次のように果てしない計算をしている。
Al day today, thirteens coming out of the woodwork. . . .Branca wears number thirteen. 
Branca won thirteen games this year. The Giants started their pennant drive thirteen and 
a half games behind the Dodgers. The month and day of yesterday’s game. Ten three. 
Add the digits, you get thirteen. The Giants won ninety-eight games this year and lost 
fifty-nine, including the play-offs. Nine eight five nine. Add the digits, reverse the result, 
see what you get, shitface. The time of the home run. Three fifty-eight. Add the digits of 
the minutes. Thirteen. . . .(678-79)
20世紀後半は、米ソの冷戦終結に至るまで、核の恐怖が常に付きまとう不安な時代であった。キ
ューバ危機の際にレニー・ブルースが連呼した「みんな死んじまうぞ！」という言葉がこの不安を
要約している。その他にも、黒人差別問題、ロサンゼルス暴動、ケネディー暗殺、テキサス・ハ
イウェイ・キラーのような無差別殺人等々、作品に描かれたアメリカの暗い影の要素が、13とい
う数字とパラノイア的に結び付けられていると考えられるのだ。
６.
　既述したように、ホームランボールの行方と核実験に関わる出来事以外にも、互いに別個のエ
ピソードや登場人物、そしてテーマがパラノイア的に関連付けられる形で作品は展開していた。
それらは20世紀後半を特色付ける影の要素を表していた。核問題、冷戦、軍産複合体、反体制運
動、廃棄物、種々の凶悪犯罪行為の映像の反復放映が人々に与える不安感、世界一繁栄する資本
主義国家アメリカにおいて、その繁栄を享受することもなく、差別されて社会の底辺に生きる人
々、等々である。これらの別個のテーマは、既述したように互いがリンクすると同時に、各々が
独立したものとしても一本の線として繋がるような描かれ方もされている。
　特にゴミ問題に関しては作中に頻繁に描写され、最も強調されている影の要素として、終始一
貫した繋がりを鮮明にしている。作品では、ゴミ、埋立場、廃棄物等、ゴミ関連への言及はおび
ただしい数に上り、ゴミの様々な側面を浮き彫りにしているのだ。まず登場人物達が通る先々の
街中にゴミが遍在している。例えば、ニックやマットが子供時代に遊んだ空地には「高い山や低
い山を成してはびこるゴミ」(743)があった。エスターが通うYWCAへの道脇では黒ビニールのゴ
ミ袋が積み上げられ、中のものが「にじみ出て、今にも燃えて袋から外に出てきそうになってい
る」(478)。別な街路ではゴミ袋があまりに高く積み上げられた結果「消火栓やバス停留所の柱の
一部を覆ってしまっている」(388)。一度ゴミ処理業者のストライキが起これば、「交差点には百
個のゴミ袋が積み重なり、夏の暑さで悪臭が体中を包みこむ」(376)。さらに別の所では、「家庭
ごみ、粉砕された車、建設作業員が投棄した瓦礫の山が溢れている」(623)。 FBI長官フーバーが
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出席したパーティー会場のプラザホテル前の通りでも「一昼夜で排出されたゴミが・・・・・・
通りを風に吹かれて疾走している」(578)という状態である。
　ゴミは遍在しているから、商売の対象となる。事実シカゴでは先物取引場でゴミが堂々と売買
されているし、シカゴでは合成糞が製造されている (804)。企業だけがゴミで商売をしているだ
けではない。映画スターの家庭ゴミを売る店もある(319)。マフィアもゴミ収集業と深く関わって
きた。マンクス・マーティンの知人アントワーヌは自家用車に生ごみを満載し、不法投棄をして
生計を立てている(361-63)。また、左翼ゲリラは情報収集のためにFBI長官フーバーの家庭ゴミ
を襲撃している。他方、ゴミの中身からアメリカ社会の豊かさも伝えられている。他の国ならば
食べ物にしたり、洋服として着たり、家具として十分に使えるものがアメリカでは廃棄されてい
るからだ(766-67)。あるいはまた、幽霊船‘The Flying Liberian’(278)に代表される船によって、
砒素、銅、鉛、水銀、ダイオキシンといった有害物質が巨額の報酬と引き換えに発展途上国に送
られている暗い事実も明らかにされている。
　ゴミに関わる言及は、このような雑多な事象を伝えるだけでなく、人間そのものの営みや本質、
ひいては文明論にまで及んでいる。既述したように、ゴミ屑人類学者ジェシー・デトワイラーは、
果てしなく排出されるゴミ処理のために人類の文明が勃興し、発展してきたというゴミ哲学をい
みじくも述べていた。こうした説は極めて特異なものと思われるが、少なくともゴミという語は、
次のようにラテン語にまで語源をさかのぼることができる古くから存在した語だ。
Waste is an interesting word that you can trace through Old English and Old Norse back 
to the Latin, finding such derivatives as empty, void, vanish and devastate.(120)
　ニューヨークのスタテン島にあるフレッシュキルズ埋立場は、まさに20世紀後半の文明を具現
していると言えよう。見学に訪れた登場人物の一人、ブライアンは埋立場を見た時、まずギーザ
のピラミッドの建築現場を連想すると同時に、それとハイテクを駆使した埋立場との違いを意識
せざるを得なかった。3000エーカーに及ぶその場所には24時間ゴミが搬入され、機械によって
圧縮され、メタンガスのガスぬきが行われ、香りつきの水がまかれ、有毒物質が峻別されている。
ゴミは絶えず成長し、生き物のように形状を変えていくが、コンピュータがそれを正確に把握し
ている。「この創意工夫のすべて、労力、減少する空間に最大量のゴミを押し込もうとするきめ細
かい努力」(184)は感動を呼ぶ。ハイテク文明の最先端を象徴するという意味では、彼方に見える
世界貿易センタービルと埋立場は「詩的な均衡」を成しているのだ。そこはまた、運搬、貿易、
中継などの社会経済の営みが最後に辿り着く場を表しているだけでなく、何よりも人間の本質を
示しているのである。
He dealt in human behavior, people’s habits and impulses, their uncontrolable needs and 
innocent wishes, maybe their passions, certainly their excesses and indulgences but their 
kindness too, their generosity, and the question was how to keep this mass metabolism 
from overwhelming us.(184)
　ゴミとは、人間の行動、習慣、衝動、制御できない欲望、願望、情熱、放蕩、親切心、寛大さ
等々、煎じ詰めれば、人間の本性や生活に必要なものを満たすために作られ、消費された残滓で
ある。また、ゴミが放つ強烈な悪臭はそうした人間の営みのうち、隠された影の部分も表してい
る。ニックはこの悪臭を吸った時、次のようにそのことを直感している。
Why did I think I was born with this experience in my brain? Why was it personal? I 
thought, Why do bad smels seem to tel us something about ourselves? …Every bad smel 
is about us.(104)
悪臭は、「私たちそのもの」、ないしは「個人的なもの」を表し、特に恥ずべき秘密の部分を具現して
いる。だからゴミのために不都合が生じても、「気付かないかのようなふりをすることに皆が揃っ
て同意しているのだ」(388)。マーヴィンが昔、新婚旅行を兼ねてウラル山脈に住んでいる腹違い
の兄を訪ねて長旅に出た時、自分の排泄物の臭いを妻に隠そうとやっきとなるエピソードがある。
この場面でも、「その悪臭は恥ずかしいものであり、それが強烈で、非常に個人的なもので、その
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持ち主について何か大変ひどいことを告げていそうに思えた。彼の悪臭は妻には隠しておかなけ
ればならない秘密であった」(310)と彼は考えている。ブライアンもまたフレッシュキルズ埋立場
の悪臭を「彼の自己満足や漠然とした羞恥心に対する攻撃」(185)として捉えていた。しかし「技術
者やトラック運転手や地元住人を除けば、埋立場の山を見たり、考えたり、そこに存在すること
を知る者が誰もいない特異な文化的堆積物」、「最大の秘密」と評されているように、ゴミは文化の
影の要素を表しているのである。
　しかし、ゴミはネガティブな面と繋がっているだけではない。廃棄物処理業に勤務するニック
はゴミを「宗教的なもの」(88)としてまず考え、有害な廃棄物を捨てる時でも「尊敬と畏怖の念をも
って埋葬している」。さらにゴミは、ガラス類、缶類、紙類、プラスチック類等々と分別収集さ
れリサイクルされて、また有用なものとして蘇る。「あらゆるビンや紙容器は全地球的状況か
ら眺められて」、今や新たなる資源となっているのだ。そこまでゴミをポジティブに捉えなくても、
ニックの家族に代表されるように、ゴミに対する人々の見方は確実に変わりつつある。商品を眺
める時、商品本来の価値だけに目を奪われず、それらが最終的に「安全で、清潔で、きちんとま
とまり、簡単に処分できるか」、「パッケージはリサイクルできるか」、「もし商品の包装が百万年
も残るならば、そうした商品を食べるのは責任ある行動だろうか」(121)等々、自問するようにな
ったのである。
　それだけではない。ゴミは芸術作品にも変身できる。クララがアーティストとして有名になっ
たのは、ゴミ屑を変形して創った芸術作品による。後に彼女は、不用となった廃棄物のなかでも
B52戦闘機という戦争の道具を２00機も利用して、冷戦という「ある時代の終焉と、それとは全
く異なる時代の前兆を表す」(126)新しい世界を芸術作品として創造している。こうしたゴミの芸
術的利用は他にも描かれている。サバド・ローディアが創ったロサンゼルスの「ワッツ・タワー」
である。彼は鋼鉄棒、割れた陶磁器、小石、貝、ソーダ水の空き瓶、針金の網、タイル等の家庭
用品のガラクタを集め、33年という歳月をかけて独りで「巨大で奇妙な尖塔をもつ建築群」(276)
を創り、姿を消した。クララはこの作品を見学した時、「神の顕現を表す謎を秘めた場所」(492)
としてその芸術的価値を賞賛している。
結び
　ピンチョンはMason&Dixonにおいて、18世紀半ばの史実の多くを虚構を織り交ぜて作品に描
いた。そこには西欧列強がアフリカ、アジア、アメリカ大陸の植民地支配のなかで行った数々の
非人間的行為が明らかにされていた。奴隷制や先住民インディアンへの残虐非道な弾圧である。
それだけではない。社会学者アンソニー・ギデンズが指摘した西欧近代の制度に見られる四つの
特質も、その全てにおいてネガティブな側面が具体的事例を通して批判されていた。ギデンズが
指摘した特質とは、1)監視（情報の管理と社会的監視）、2)軍事力（戦争の産業化という状況の
もとでの暴力手段の管理）、3)資本主義（競争的な労働市場や生産市場を背景とする資本の蓄積
）、4)産業主義（自然界の変容―創造された環境の発達）である(The Consequences of 
Modernity, 55-63)。これらの特質が孕む弊害は18世紀とは姿は異なるが、Underworldにおいて
も影の要素として描かれていたと言える。第一の監視はFBI長官フーバーの行動に具現されてい
る。第二の軍事力は、朝鮮戦争、ヴェトナム戦争、そして冷戦における核開発競争、軍産複合体
の実態等である。第三の問題に関しては、今日では奴隷制こそ姿を消しているが、失業や低賃金
労働で苦しい生活を強いられた人々、あるいはまたブロンクス、とりわけ「壁」の地区に住む住
人に代表される社会の底辺の実態や、人種差別がその歪みを示していた。第四の問題は、既述し
たように作品に数多く名指しされた諸企業、それを支える過剰なほどの消費社会、それらがもた
らす産業廃棄物や一般家庭のゴミ問題に凝縮されて描かれていた。このように、Underworldは
20世紀後半のアメリカ資本主義社会の主な歴史的出来事を中心に描かれていたが、そこに見られ
る影の要素は、本質において同時期に発表されたMason & Dixonとはからずも同質のものであっ
たと言える。
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　Mason & Dixonでは、これらの問題を眺める視座として反西欧中心主義、反理性中心主義、反
人間中心主義的立場に立つチェリコウク牧師を語り手に据え、彼がこれまで直接、または間接的
に体験してきた歴史を親族に語る体裁をとっていた。彼が歴史を見直し、親族に語ることで、聞
き手の記憶に残る。また親族の間で語り継がれることで、語りの輪が広げられていく。その過程
で「何世代にもわたる家庭内の校正という過酷な鋳造工場で情け容赦なく鍛錬され」(695)、誇張
した部分や、個人的な好みに左右されない純粋な真実に高められていくのである。牧師にとって
は「語ること」は、歴史をただ眺めるだけでなく、その負の要素を批判し、改善するための影響力
を行使すること、すなわち「行動する」役割を果たしていたのだ。
　Underworldの場合、20世紀後半の歴史の影を語る役を担う一貫した語り手はいない。しかし、
上述したように、諸々の出来事は単独の問題としてではなく、互いに複雑に絡み合い、パラノイ
ア的にリンクされた形式で展開していた。そして作品のエピローグにおいて、全てが最終的に繋
がった形に収斂されている。シスター・エドガーが見るワールド・ワイド・ウェブでそれである。
She is not naked exactly but she is open―exposed to every connection you can make on 
the world wide web. There is no space or time out here, or in here, or wherever she is. 
There are only connections. Everything is connected. Al human knowledge gathered and 
linked, hyperlinked, this site leading to that, this fact referenced to that, a keystroke, a 
mouse-click, a password―world without end, amen. . . . She senses the paranoia of the 
web, the net.(824-25)
上の引用が示すように、ワールド・ワイド・ウェブでは過去も未来も、世界のあらゆる空間も含
めて、「全てが繋がっているのだ」。「ウェブの、ネットのパラノイア」である。ネット上にヒット
した事柄は、もはや表から隠された秘密ではなくなる。これまで行われた全ての水爆実験の詳細
も、その凄まじい閃光映像と共に明らかにされる。核融合爆弾では、原子がむりやり合体させら
れるが、ネット空間では人間もまた同様に赤の他人と接合される。これまで全く別な世界に生き,
すでに死んだFBI長官エドガーは、その名前ゆえにシスター・エドガーと繋がる。いずれにしろ、
デリロが様々な技法を駆使してパラノイア的に関連付けたこれまでの諸々の事柄は、検索のやり
方次第でネット上で簡単に繋がる時代となってしまった。歴史の真実や様々の事柄は「その生成
の根源へと導くトンネルの隠れた世界」(826)にネットが導いてくれる。こうした意味で、デリロ
が作品で強引に関連付けたパラノイア的世界とは、20世紀末に到来したネットの新しい世界を表
していたと言えないだろうか。
　今や歴史の裏側を明らかにするのはネットであり、Mason & Dixonの語り手・牧師のような存
在は不用となった時代なのである。しかしネットの情報は、無限と言えるほど多くの視点から提
供されており、牧師の場合のような一貫した視座はない。従って、その内容をどう判断し、どう
対応するかはネットを見る各人にまかされているのだ。シスター・エドガーは、ネットに対峙す
るそれぞれの人を次のように表現している。
How the intersecting systems help pul us apart, leaving us vague, drained, docile, soft in 
our inner discourse, wiling to be shaped, to be overwhelmed―easy retreats, half 
beliefs.(826)
多様で、時には相反する情報の洪水のなかで、確固とした自己を失い、柔軟性はあるが曖昧な自
身の言説を持つのか、情報によって自己が形作られそれに支配されてしまうのか。それは好まし
いことなのか、否か、デリロは何も指摘していない。ハワード・ラインゴールドはシスター・エ
ドガーのような見方を「浸透性の自己」(『接続された心』351)という言葉で説明している。新し
いコミュニケーション・テクノロジーにより、人は「互いの脳に移住しあう」ようになった。「私
たちはその多彩な音律や理屈を吸収同化し、それらが私たちの一部となり、私たちはそれらの一
部となる」。一貫性も関連もない多重性の社会を知れば、人の態度や規範は相対化する。人は
「絶え間なく構築し再構築する状態」で生きるようになる。シェリー・タークルは、すべてが流
デリロのパラノイア――アメリカ現代史を織りつむぐ
アンダーワールド
サチュレーテッド セルフ
217
動的で、多元的となったネットを取り巻く社会のなかでは、柔軟性こそが健全さを表す新しいメ
タファとなってすらいると指摘している(348)。しかし、諸々の史実だけでなく、ヴァーチャルな
世界までが接合し、いかなるパラノイア的イメージも生まれる素地をもつこうした現在の傾向
は、世界を混迷におとしいれる。Underworldでは、ネット社会の到来以前に、冷戦の終結が原
因して各人が出来事を裁定する物差しを既に失ってしまったことをクララが指摘している。冷戦
時には権力は安定し、人々は団結し、「物事を物差しで計れた」(76)。だが冷戦後は、「物事に限
界がなくなり」、暴力を代表とする負の要素も限界がなくなった。「一箇所に根付くことなく制
御不可能、裁定する物差しもなく、価値の体系を備えていないのだ」。ネット社会は、こうした
傾向をさらに助長していくと言える。他方、18世紀中頃の世界を舞台にしたMason&Dixonにお
いても、不確実な感覚、方向感の喪失、個人の寄る辺なさというアノミーな世界が描かれていた。
それは主人公メーソンを晩年に襲うメランコリーの症状や、繰り返し見る夜の都会の夢に現われ
た「同じ暗闇のアナーキー」や「カオスの都会」(749)という心象風景に具現されていた。近代の
思想は、理性と合理主義を偏重し、進歩と自由をもたらす理想的社会を築こうとするが、その反
面、古い権威や伝統という物差しを喪失させた。あるいはまた18世紀半ばから始まった産業革命
は科学技術の発展を背景に社会に急激な変化をもたらし、人々に不安や疎外感をもたらしたので
ある。さらに、メーソンは大陸規模の「巨大な一つの機械」という言葉を使い、産業資本主義の将
来の肥大化を懸念していたが、Underworldのエピローグを見る限り、20世紀末における産業資
本主義の力学は、メーソンの予言どおりになって描かれている。そうした産業資本主義の力学は、
個人の生き方やものの見方など完全に押し流してしまうほど圧倒的な影響力を行使しているのだ。
確かに、「巨大な画一性という冷戦時のイデオロギーにではなく、文化や個人の要求に対応する
生産方法を採り、より柔軟に、創意工夫を凝らし、硬直したカテゴリーからますます独立して前
進する素振りは見せている」(785-86)。しかし「収束する市場の力が瞬時に資本を作り」「ある
種のうさんくさい画一性を生み出し、特異性を削り」、建築、レジャー、食べ物、睡眠等々のすべ
てに影響を及ぼしていることが述べられているのである。エピローグが示すように、個人が出来
ることは、ニックの家族のようにゴミの分別収集を厳守してリサイクルに貢献し、広告掲示板に
死者が浮かび上がる奇跡を信じ、「ピース」(827)と祈ることだけである。
　以上のように、ほぼ同時期に発表されたUnderworldとMason & Dixonは、20世紀後半と18世
紀半ばという異なる時代の歴史の裏面を描いていたが、そこに描かれた社会の問題の本質は何ら
変わっていなかった。ただ一つ大きく違うことは、デリロが強引とも言える手法で展開したパラ
ノイア的に関連付けられた諸世界が、ネット社会という新しい時代の特徴を暗示し、その情報に
無防備で晒されている人々が陥りやすい欠陥に警鐘を鳴らしていることではないだろうか。それ
はまた、伝統的価値や固定的意味からの解放を目指すポストモダニズムの旗手トーマス・ピンチ
ョンと、そうした立場を必ずしも支持できないドン・デリロの違いであるとも言えるだろう。
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DeLilo’s paranoia――embroidering the present 
American history
   
　Representative American novelists in the latter half of 20th Century, Don DeLilo and 
Thomas Pynchon, published long novels within months of each other in 1997. Both  deal 
with the significant historical events as the background of the novels, although the 
former writes those in the latter half of 20th Century in Underworld, while the latter 
describes the mid-18th century when the U.S.A. was going to get an independent nation 
in Mason & Dixon. Moreover, both focus the dark sides of industrial capitalism and depict 
the controversial faces. In the case of Underworld, various episodes which have no 
connection at first sight are correlated with one another in a paranoid way, and this has a 
peculiar effect on the novel. The controversial dark sides Underworld describes are 
diverse, such as the cold war, nuclear tests, the military-industrial complex, racial 
discrimination with radical riots, anti-Establishment movements, various atrocious 
crimes, the influence of media, waste and its recycling, people at the bottom of the social 
scale. However, al these issues are interconnected with the same images, places, devices 
and number. Even certain paranoid characters appear in the novel and correlate 
seemingly unrelated issues. These paranoid connections seem to represent one’s 
situation exposed to every connection one can make on the World Wide Web. In the 
present internet age, one gets a variety of information and knowledge which have been 
hidden so far, and interconnect them arbitrarily, since they are given from multiple 
viewpoints and often contradict one another, and there are no inflexible norms and 
measures concerning how to interpret them in the postmodern age. In this paper, I wil 
analyze DeLilo’s technique of connecting al the episodes and facts in a paranoid way, 
and that effect. 
Key words　 
　paranoia, history, dark sides, a cold war, nuclear tests, basebal, waste, anxiety 
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